
シ
モ

二階 1 続出老
2yI主叫手江
町田rM! 凹
3京 水 'f P-Ii下戸
木 儲東省村 lVJi

r 居期
目弘樹 木詰l
月 1立江石
一商品 -
!H水 = 混血

水五 五 d、
栂町蔚移

宮
東山 jlr戸
水俄蹴i
締罰f

四庄長竪
11.'.ー コ ツ
四十宅F

ー1.d、
Aj杉

契

山

一一血
}
町
魚
神

誼
下

ー 型百
m ヲ市
十む

I肯:.~ ilf g 
f泉町 iili量
二回jlr 山
岳 見 若
干愛架

古入背三
思勝木日
部 ャ 市

君上
商品!ff揃
1;r.木
町 mpi
士 山 -.'~ 沓
1H新 ~i 掛

!~今本
開』江

泊

宮

崎

境

越

後

玉

，

木

~
型

!
九
町

市
桜

刻
不
知
J

風
刑
制
見

一
虫
一--Jak
u例

外

披

敬

一
盟
一ml

ハ

町

背

海

寺

地

回

搭

須

禅

寺

島

一
F
l
六町

糸

魚

川

抑

上

大

和

川

町

伏

白
血
ハ
町
促
屡
獄

中

民

間

協

鬼

斜
木
，
捕
一
-出

土

可

能

生

小

泊

百

川

政

附

筒

石

三

盟

名

立

小

泊

二
地

有
附
川

』
出
長
抽
出

虫
生
岩
戸
間
多
荒
叩
四
回

分

大

お

大

豆

ご
盟

中
屋

敷

藤

容

木

m
一盟

一

品

問

今

泉

石

将

柳

井

町

栗

原

蔚

塚

- ~!木
監中木

，~刷 出
a川

綬
旺l石

上
記
の
内
越
申
の
臼
山
銑
来
・
入
時
往
来
及
び
信
州
似

の
松
代
往
来
は
通
常
之
を
迎
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れ
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